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Ａ．研究⽬的 

近年の⼦どもを取り巻く状況は変化してお
り、⽣活習慣の問題（睡眠、⾷事、メディア視
聴など）、家庭環境の問題（貧困、虐待など）、
健康を脅かす問題の増加（肥満、やせ、薬物の
使⽤、⾃傷、⾃殺など）を認める。コロナ禍の
影響は今後これらの問題を深刻化させる可能

性があり、予防的な介⼊の必要性が指摘されて
いる。わが国では就学後年 1 回学校健診が実施
されており、⼼⾝の問題の抽出に役⽴っている。
しかし、集団健診が前提になるため、性的な問
題、メンタルヘルスに関する相談などは実施が
難しい。 

本研究班では、乳幼児期から切れ⽬のない健

研究要旨 
学童・思春期健診の健診の意義については、⽶国⼩児科学会の Bright Futures TM、WHO の

「Improving the health and wellbeing of children and adolescents: guidance on scheduled child 
and adolescent well-care visits」などで報告されている。しかし、わが国では年 1 回の学校健
診があり、その実効性についての検討は限られていた。しかし、10 代の⾃殺率の増加、不登
校その他各種の課題を抱える中で、個別の相談が可能な「健診」の必要性が検討されるに⾄っ
た。医療資源が限られる中で、実装化するためにはどのような課題があるかを調査し、対策を
明らかにするために、以下の調査をおこなった。 

令和３年度：「思春期健診講習会」の実施と参加者アンケートによる課題抽出 
令和４年度：養護教諭を対象とした講習会」の実施と参加者アンケートによる課題抽出 
令和 5 年度：岡⼭県下の⾏政機関を対象としたアンケート調査に実態把握と課題の抽出 
 医師や学校関係者からは、⼦どもの⼼の問題が増加しており、これへの対応の必要性が指摘さ

れた。また、学校から医療機関へつなぐことの難しさがあるため、健診を制度化することへの
肯定的意⾒もあった。しかし、最終年度に⾏った公的機関を対象とした調査では、「学校健診
との差異」が整理されておらず、その必要性について疑問とする意⾒が半数を占めた。 

 今後の実装化に向けては、先般無償化が決定された 5 歳児健診をスタートに、成⼈期までのか
かりつけ医を持てるように、医療の側が情報提供を⾏う、保護者の相談に対応できる体制を組
むなどが必要である。 
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